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第 5 回自己点検・評価報告書発刊に当たって

校　長　
山　田　宗　慶

　本校は昭和39年４月に国立の工業高等専門学校として創設され，平成16年４月から独立行政法人国立
高等専門学校機構秋田工業高等専門学校となり現在に至っている。
　本校は機械工学科，電気情報工学科，物質工学科，環境都市工学科の４学科より成り，各学科とも１
学年１学級でそれぞれ40名を定員としている。平成６年度に，本科５年の上に修業年限２年の生産シス
テム工学専攻と環境システム工学専攻の２専攻で構成する専攻科が設置され，両専攻の定員はそれぞれ
８名である。本校では，深く工業に関する専門の学芸を研究教授すると共に，特色のある５年一貫教育
によって，職業に必要な素質と能力を育成し，豊かな教養と高度の専門技術を身につけた技術者を養成
する実践的専門教育を行っている。
　本校の教育・研究活動，学生支援・学生指導，地域連携活動，管理運営等に関する諸活動に関しての
内部改革をまとめたものとしては，「本校の現状と課題」として平成６年12月に第１回報告書（中間報
告），平成10年10月に第２回報告書を作成し，学内の諸活動の改善のための検討の基盤とした。更に平
成15年12月に秋田高専自己点検・評価委員会を組織した。
平成16年４月からの独立行政法人化に伴い、高専機構は５年毎に中期目標・中期計画を策定し、一方本
校はそれに基づいて毎年度計画をたて実行する、という運営体制に移行した。ちなみに、昨年度（平成
25年度）は第２期中期目標・中期計画期間の最終年度、今年度は第３期中期目標・中期計画期間の初年
度にあたる。独立行政法人化後の秋田高専は平成16年12月から学外有識者７名で構成する参与会を設置
し，外部から教育研究活動・管理運営全般に対して適切なる御助言・御提案をいただくこととした。
様々な外部評価も参考にして自己点検評価を継続し、平成16年12月に「自己点検・評価報告書−現状と
課題（第３回報告書）」、平成21年12月に「自己点検・評価報告書−現状と課題（第４回報告書）」を
それぞれ作成し公表した。
第４回報告書を公表して以来５年が経過すると同時に，平成21年度から平成25年度までの５年間に亘る
第２期中期目標・中期計画の期間が終了したことを受けて，この度本校では平成26年度中に第５回自己
点検・評価報告書をまとめることとした。本報告書は第２期中期目標・中期計画に沿って５年間に亘る
実施状況・実施結果をまとめると同時に，平成23年度と26年度に受審した日本技術者教育認定機構によ
る「創造工学システムプログラム」の教育プログラムと、同じく平成26年度に受審した独立行政法人大
学評価・学位授与機構による「高等専門学校機関別認証評価」に関する内容も参考にした。
　本報告書を作成することによって秋田高専構成員の自己点検と自立的改革の速度を一段と速め，今後
の教育研究活動，地域連携活動、国際交流等の改善の指針として活用いただきたいと考えている。
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秋田工業高等専門学校の概要

１．設立の目的と教育理念・教育目標

　高等専門学校（高専）は，我が国の産業の発展と，科学技術教育のより一層の振興を図るために，昭
和37年度に新しい高等教育機関として創設された。
　高専には，『深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成する』という目的があり，中学校卒
業生を入学資格とする5年制の一貫教育を行う高等教育機関である。
　なお，日本の学校制度の中で，高専の占める位置は図のようになっている。
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１．設立の目的と教育理念・教育目標秋田工業高等専門学校の概要



２．沿　革
1963	 昭和38年１月23日	 秋田工業高等専門学校設置準備会開催
	 	 ３月31日	 秋田市飯島に秋田工業高等専門学校設置決定

1964	 昭和39年２月22日	 昭和39年度入学者選抜試験実施
	 	 〜月23日
	 	 ３月５日	 昭和39年度合格者発表
	 	 ３月21日	 校舎竣工
	 	 ４月１日	 �国立学校設置法の一部改正（昭和38年法律第69号）により秋田工業高等

専門学校設置
	 	 	 機械工学科、電気工学科、工業化学科設置
	 	 	 初代校長に秋田大学鉱山学部長理学博士　丹　桂之助　就任
	 	 ４月18日	 開校式並びに第１回入学式を秋田県産業会館において挙行
	 	 ９月11日	 校章制定

1965 	 昭和40年３月20日	 校舎（寄宿舎、実習工場）竣工
	 	 ７月１日	 第二代校長に秋田大学鉱山学部教授　赤尾　孝太郎　就任

1966	 昭和41年１月31日	 陸上競技場竣工
	 	 ３月20日	 校舎、体育館、寄宿舎竣工
	 	 ７月１日	 第三代校長に元秋田大学鉱山学部長　野口　清　就任
	 	 11月15日	 球技コート竣工
	 	 12月26日	 野球場竣工

1967	 昭和42年３月20日	 学生食堂兼集会所竣工
	 	 ４月１日	 事務部に庶務課、会計課設置
	 	 ９月５日	 校歌制定

1968	 昭和43年１月29日	 武道場竣工
	 	 ９月25日	 校舎落成式挙行
	 	 10月31日	 水泳プール及び付属施設竣工

1969	 昭和44年３月18日	 第１回卒業証書授与式挙行
	 	 ４月１日	 土木工学科設置

1970 	 昭和45年３月25日	 土木工学科棟、寄宿舎竣工
1971	 昭和46年３月30日	 熱機関実験室竣工
1972	 昭和47年４月１日	 事務部に学生課設置
	 	 11月20日	 図書館竣工

1974	 昭和49年３月25日	 電子計算機室竣工
	 	 ４月１日	 第四代校長に東北大学教授工学博士　亀田　満雄　就任
	 	 10月５日	 創立10周年記念式典挙行

1977	 昭和52年３月16日	 第五代校長に秋田大学鉱山学部長工学博士　梅津　良之　就任
1978	 昭和53年12月12日	 第二体育館竣工
1979	 昭和54年３月15日	 実験廃水処理施設・生活廃水処理施設竣工
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1980	 昭和55年３月15日	 一般教室棟竣工
1981	 昭和56年２月23日	 第六代校長に宇都宮大学工学部長理学博士　鈴木　一夫　就任
	 	 ３月５日	 厚生会館竣工

1983	 昭和58年10月31日	 ハンドボールコート竣工
1984	 昭和59年１月31日	 武道場増改築竣工
	 	 ３月22日	 課外活動施設竣工
	 	 10月21日	 創立20周年記念特別講演会開催（於　秋田県民会館）
	 	 11月20日	 基幹整備（運動場）竣工

1985	 昭和60年１月21日	 基幹整備（電気）竣工
	 	 	 非常用放送設備竣工
	 	 ３月15日	 テニスコート整備竣工

1986	 昭和61年12月15日	 図書館渡廊下竣工
1987	 昭和62年３月30日	 寄宿舎誘導灯竣工
	 	 ８月10日	 第22回全国高等専門学校体育大会開催（本校主管）
	 	    〜12日
	 	 10月２日	 第七代校長に東北大学工学部教授工学博士　島田　平八　就任

1989	 平成元年10月６日	 創立25周年記念式典挙行
1992	 平成４年４月１日	 工業化学科を物質工学科に改組
1993	 平成５年３月31日	 寄宿舎改修竣工（東１棟・西１棟）
	 	 ４月１日	 第八代校長に東北大学工学部教授工学博士　萬谷　志郎　就任
	 	 	 土木工学科を環境都市工学科に改組

1994	 平成６年３月25日	 物質工学科棟竣工
	 	 ４月１日	 専攻科設置（生産システム工学専攻、環境システム工学専攻）
	 	 ８月10日	 水泳プール新設竣工
	 	 ８月25日	 寄宿舎改修竣工（管理棟）
	 	 12月１日	 創立30周年記念式典挙行
	 	 12月２日	 専攻科設置記念式典挙行

1995	 平成７年６月13日	 電子計算機室を情報処理センターに名称変更
	 	 ８月31日	 寄宿舎（東２号棟・西２号棟）改修竣工

1996	 平成８年３月４日	 専攻科棟竣工
	 	 ３月29日	 情報ネットワーク電機設備竣工

1997	 平成９年４月１日	 一般科目文科系及び理科系を人文科学系及び自然科学系に名称変更
1998	 平成10年３月25日	 図書総合管理システム導入
1999	 平成11年３月26日	 図書館に自動入退館システム導入
	 	 ４月２日	 第九代校長に東北大学科学計測研究所教授理学博士　石亀　希男　就任

2000	 平成12年４月１日	 既設寄宿舎を女子寮に転用
2001	 平成13年１月29日	 �科学技術教育棟竣工（1F：地域共同テクノセンター、2F〜4F：低学年講

義室）
	 	 ３月24日	 一般教育棟等・管理棟改修・その他工事着工
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	 	 ３月31日	 寒冷環境工学研究教育センター廃止
	 	 ４月１日	 地域共同テクノセンター設置
	 	 ７月31日	 一般教育棟等・管理棟改修・その他工事竣工
	 	 ９月13日	 �地域共同テクノセンター開所式並びに科学技術教育棟新築・一般教室

棟・管理棟改修工事竣工式典挙行

2002	 平成14年３月27日	 物質工学科棟等改修・その他工事着工
	 	 ７月31日	 物質工学科棟等改修・その他工事竣工

2003	 平成15年５月15日	 �機械工学科棟・電気工学科棟・環境都市工学科棟・実習工場改修・その
他工事着工

	 	 10月20日	 �機械工学科棟・電気工学科棟・環境都市工学科棟・実習工場改修・工業
技術実習センター新築・その他工事完成

	 	 12月18日	 校舎整備完了記念式典挙行

2004	 平成16年４月１日	 �独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成15年法律第113号）の施行に
より、独立行政法人国立高等専門学校機構秋田工業高等専門学校となる
第十代校長に東北大学多元物質科学研究所教授 理学博士 島田 昌彦 就任
電気工学科を電気情報工学科に名称変更

	 	 11月19日	 創立40周年記念特別講演会開催（於　秋田県民会館）

2007	 平成19年４月１日	 事務部の３課を２課（総務課、学生課）に改組
	 	 	 技術教育支援センター発足
	 	 ５月14日	 �「創造工学システムプログラム」が日本技術者教育認定機構（JABEE）

の認定を受ける

2008	 平成20年３月27日	 �高等専門学校機関別認証評価において、認証評価基準を満たしていると
認定される

2009	 平成21年４月１日	 �第十一代校長に東北大学大学院工学研究科教授工学博士　山田　宗慶
就任

2013	 平成25年８月20日	 第48回全国高等専門学校体育大会開催（本校主管）
	 	    〜21日
	 	 ９月１日

2014	 平成26年９月24日	 創立50周年記念特別講演会開催（於　秋田県民会館）
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